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ア
ク
セ
ス
道
路

は
、
必
要
と
判
断

し
ま
す
。
駐
車
場
は
、
西

庁
舎
利
活
用
が
決
定
し
た

こ
と
に
よ
り
、
55
台
必
要

と
な
っ
た
た
め
で
す
。

　
　
　
　

１
階
部
分
を
子

育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
、
３
階
に
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
部
局
と
し
て
活

用
し
ま
す
。

　
　
　
　

利
活
用
に
伴
う

職
員
と
来
庁
者
等

を
試
算
し
た
結
果
、
55
台

必
要
で
す
。

（
社
福
26
台
、子
育
て
29
台
）

な
ぜ
土
地
購
入
か

問町
長

西
庁
舎
利
活
用
と
は

何
か

問町
長

55
台
の
根
拠
は

問町
長

　
　
　
　

社
会
福
祉
協
議

会
内
部
の
事
務
の

連
携
は
、
具
体
的
に
確
認

し
て
い
な
い
。
連
携
・
調

整
が
と
れ
て
い
る
も
の
と

推
測
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

基
本
計
画
が
決

ま
っ
た
段
階
で
、

周
辺
の
道
路
に
つ
い
て
、

い
ろ
ん
な
計
画
が
な
い
状

況
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

議
会
か
ら
も
意
見
が
あ

り
、
検
討
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会

配
置
に
疑
問

問町
長

今
に
な
っ
て

な
ぜ
ア
ク
セ
ス
道
路

問町
長

　
　
　
　

周
辺
道
路
は
６

ｍ
あ
り
、
走
行
す

る
に
は
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
。
問
題
は
旧
47
号
線
か

ら
役
場
庁
舎
に
入
る
信
号

が
あ
る
交
差
点
と
、
３
箇

所
あ
る
T
字
路
が
大
型
ク

レ
ー
ン
車
が
走
行
す
る
場

合
は
、
相
当
厳
し
い
と
考

え
ま
す
。

　

工
事
期
間
は
資
材
運
搬

で
大
型
ト
ラ
ッ
ク
等
も
相

当
数
走
行
し
、
交
差
点
の

切
り
返
し
で
渋
滞
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

役
場
庁
舎
建
設
現
場
近

隣
に
は
、
余
目
中
学
校
も

あ
り
、
生
徒
の
登
下
校
時

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
道
路
が

必
要
な
理
由

問町
長

曖曖あ
い
あ
い

昧昧ま
い
ま
い

な
説
明
が
判
断
を
分
け
る

な
説
明
が
判
断
を
分
け
る

9月5日㈫から
19日㈫まで

会 期

もっと広いスペースが必要　　　　　　　

計27件
すべて原案
どおり可決

各会計決算の認定

10件

各会計補正予算

７件
条例制定

２件
条例設定

２件
人事案件

１件
契約案件

１件
請　願

１件
発　議

２件
発　委

１件

平成28年度

平成29年度

議長裁決で可決議長裁決で可決
　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
２
億
１
千

428
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
の
焦
点
は
、
本
庁
舎
整
備
事
業

に
お
け
る
役
場
駐
車
場
整
備
（
３
千
982
万
円
）
と
町

道
三
人
谷
地
興
野
線
道
路
改
良
工
事
（
３
千
620
万
円
）

に
な
り
、
所
要
４
時
間
の
議
論
に
な
り
ま
し
た
。

９月
定例会

子育て支援センター子育て支援センター

総事業費、さらに増える（32億円超）
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今
後
の
交
渉
に

よ
り
、
最
終
的
に

土
地
購
入
単
価
を
決
め
て

い
き
ま
す
。
購
入
単
価
を

ど
の
く
ら
い
に
設
定
す
る

か
は
、
相
当
頭
を
悩
ま
せ

て
い
る
し
、
土
地
鑑
定
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

土
地
鑑
定
は
、
現
在
実

施
中
で
あ
り
、
宅
地
と
水

田
を
宅
地
見
込
み
地
で
積

算
し
て
い
ま
す
。

土
地
購
入
費
の

根
拠
は

問町
長

　
　
　
　

水
田
を
宅
地
見

込
み
地
と
い
う
言

葉
は
、農
業
委
員
会
で
は
、

初
め
て
聞
き
ま
す
。

　
　
　
　

購
入
費
を
割
る

と
坪
約
２
万
円
で

600
万
円
位
で
す
。
宅
地
見

込
み
地
（
水
田
）
は
、
宅

地
造
成
を
想
定
し
た
土
地

と
し
て
積
算
し
ま
す
。

宅
地
見
込
み
地
と
は

何
か

問農
委

会
長

水
田
10
ａ
当
600
万
円

は
ど
う
か

問町
長

　
　
　
　

あ
く
ま
で
も
、

専
門
家
に
よ
る
土

地
鑑
定
の
結
果
を
踏
ま
え

ま
す
。

　
　
　
　

他
の
水
田
売
買

の
事
例
は
、
調
査

し
て
い
な
い
。

基
本
計
画
に
「
新
た

な
土
地
は
求
め
な
い
」

と
あ
る
が
ど
う
か

問
　
　
　
　

基
本
的
に
新
た

な
土
地
を
求
め
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の

庁
舎
本
体
を
含
め
て
、
こ

れ
だ
け
広
い
土
地
を
新
た

に
探
す
と
な
る
と
、
こ
れ

は
大
変
な
こ
と
と
理
解
す

る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
庁
舎
を
生
か
す
た

め
に
何
が
必
要
か
考
え
ま

す
。
ま
た
、
ど
こ
の
建
築

を
考
え
て
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　

基
本
計
画
の

「
新
た
な
土
地
を

求
め
な
い
」
と
は
、
解
釈

の
違
い
と
感
じ
て
い
ま

高
す
ぎ
る
土
地
価
格

で
は

問町
長

売
買
事
例
は
ど
う
か

問町
長

町
長

総
括
は
ど
う
か

問町
長

す
。
土
地
を
買
わ
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
時
間
も
経

費
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
こ

と
は
、
使
わ
せ
て
欲
し
い

と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
の

は
随ず

い

分ぶ
ん

前
か
ら
で
、
ま
ず

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

意
向
を
、
大
事
に
し
て
き

た
と
い
う
こ
と
で
理
解
し

て
ほ
し
い
で
す
。

　

総
合
的
に
保
健
福
祉
課

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
当

然
、
機
構
と
し
て
、
ど
う

い
っ
た
機
能
を
持
た
せ
有

効
に
活
用
す
る
か
考
え
て

い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

の
町
民
要
望
を
踏
ま
え
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
の
き
め
細
か
な
支
援
体

制
を
つ
く
る
た
め
、
既
存

西
庁
舎
を
有
効
活
用
す
る

も
の
で
す
。

本当に必要か

石　

川　

武　

利

澁　

谷　

勇　

悦

五
十
嵐　

啓　

一

鎌　

田　

準　

一

小　

野　

一　

晴

石　

川　
　
　

保

小　

林　

清　

悟

齋　

藤　

秀　

紀

押　

切　

の
り
子

齋　

藤　

健　

一

國　

分　

浩　

実

工　

藤　

範　

子

上　

野　

幸　

美

村　

上　

順　

一

賛賛  

成成  

者者

反反  

対対  

者者

平成29年度

補正
予算

同数７対７賛成賛成
反対反対  

保健センター西側

新庁舎整備、新たに土地購入
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町民税、固定資産税、たばこ税等。

町　税
　19億3,840万円 14.8％

繰越金
　    7億97万円 5.4％

諸収入
　   3億969万円 2.4％
幼保、小中学校の給食費、健診費用等。

分担金及び負担金
　　  8,894万円 0.7％

その他
　 6億4,955万円 4.9％
ふるさと応援寄附金等。

使用料及び手数料
　 1億2,666万円 1.0％
町営住宅、幼稚園等の使用料。

繰入金
　 5億5,120万円 4.2％
基金、各特別会計からの繰入。

※自主財源：町が自主的に収入する財源をいう。
※依存財源：国や県から定められた額を収入する財源をいう。

収　入

合 計 130億6,936万円

※依存財源※依存財源
　87億395万円　87億395万円
 （66.6％） （66.6％）

※自主財源※自主財源
　43億6,541万円　43億6,541万円
 （33.4％）   （33.4％）  

初の賛成全員で可決

６
億
円
突
破29年度整備の給食配送車

　

平
成
28
年
度
は
、
町
税
、
町
債
が
増
加
し
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
増
加
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
が
６
億
599
万
円
に
急
伸
し

た
こ
と
か
ら
で
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
続
き
、
町
税
収
納
率
も
0.8
％
ア

ッ
プ
（
95.4
％
）
に
な
り
、
徴
収
努
力
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

賛
成
全
員
で
の
可
決
は
合
併
後
初
と
な
り
、
当
局
の
執
行
状
況
が
監
査
報

告
ど
お
り
、
適
正
と
認
め
た
こ
と
で
す
。

　

町
税
の
増
加
は
、農
業
所
得
増
が
主
な
要
因
に
な
り
ま
す
。
町
債
の
増
加
は
、

普
通
建
設
事
業
（
道
の
駅
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場
等
）
が
主
な
要
因
に
な

り
ま
す
。

　

自
主
財
源
は
、
前
年
度
よ
り
６
億
590
万
円
増
の
43
億
６
千
541
万
円
で
す
。

一
般
会
計

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

収  

入

その他
　  　4,808万円 0.4％

地方譲与税
　   1億168万円 0.8％

地方消費税交付金
　 3億3,734万円 2.6％

県支出金
　10億2,209万円 7.8％

国庫支出金
　 9億9,719万円 7.6％

町の収入で賄いきれない分に対する
国からの補填及び再配分。

地方交付税
　48億6,198万円 37.2％

町　債
　13億3,559万円 10.2％
国や金融機関からの借入金。

自主財源自主財源 5年連続増5年連続増



こんにちは庄内町議会です5 ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］※投資的経費：施設など、財産として将来に残るものの経費をいう。
※義務的経費：支出が義務付けられ、任意に節減できない経費をいう。

支　出

合 計 124億9,037万円

※投資的経費※投資的経費
　14億4,568万円　14億4,568万円
 （11.6％） （11.6％）

※義務的経費※義務的経費
　46億6,141万円　46億6,141万円
 （37.3％） （37.3％）

その他の経費その他の経費
　63億8,328万円　63億8,328万円
 （51.1％） （51.1％）

議員、正職員、各種委員の報酬、給与等。

人件費
　19億4,096万円 15.5％

扶助費
　14億2,295万円 11.4％
保育園の委託料等。

公債費
　12億9,750万円 10.4％
借入金の元利償還金。

物件費
　20億1,793万円 16.2％
町施設の電気料、燃料、郵便料、
スクールバス、町営バス経費、
電算委託料、パソコン、備品、
臨時職員・パート職員の賃金、消耗品等。

繰出金
　18億6,989万円 15.0％
国民健康保険、介護保険等の
特別会計への繰り出し金。

　

支
出
の
増
加
の
主
な
要
因
は
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場
や
道
の
駅
の
整
備

事
業
に
よ
り
５
億
４
千
159
万
円
が
主
な
要
因
に
な
り
ま
す
。

支  

出

特別会計 賛成全員で認定

おいしい給食を運んでね

合併12年目合併12年目
国民健康保険

後期高齢者医療保険

介護保険

簡易水道事業

農業集落排水事業

下水道事業

風力発電事業

水道事業（収益的収支）

ガス事業（収益的収支）

〈収入〉30 億 6,149万円
〈支出〉29 億 4,092万円
〈収入〉 2 億 3,486万円
〈支出〉 2 億 3,285万円
〈収入〉26 億 1,102万円
〈支出〉25 億 1,344万円
〈収入〉 1 億 2,008万円
〈支出〉 1 億 1,830万円
〈収入〉 2 億 6,524万円
〈支出〉 2 億 6,021万円
〈収入〉 8 億   339万円
〈支出〉 7 億 8,478万円
〈収入〉  　 8,535万円
〈支出〉  　 6,273万円
〈収入〉 6 億 3,808万円
〈支出〉 5 億 6,170万円
〈収入〉 5 億   732万円
〈支出〉 4 億 5,763万円

※水道及びガス事業は税抜き。

黒 字

黒 字

黒 字

黒 字

黒 字

黒 字

黒 字

黒 字

黒 字

平成28年度

決算

災害復旧事業費
　  　1,751万円 0.2％

投資及び出資金・貸付金
　   1億470万円 0.8％

維持補修費
　 3億1,073万円 2.5％

積立金
　   7億574万円 5.7％

補助費等
　13億7,429万円 10.9％
広域行政組合等への負担金。

普通建設事業費
　14億2,817万円 11.4％
道の駅、学校給食共同調理場整備事業等。
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財
政
大
丈
夫
か

 

工
藤　

範
子 

委
員

　
　
　
　

財
政
指
標
の
経�1

※

常
収
支
比
率
、
28

年
度
92.9
％
、
27
年
度
と
の

比
較
で
は
3.5
％
も
高
く
、

合
併
前
の
立
川
町
91.2
％
、

余
目
町
81.0
％
よ
り
も
悪

化
。
要
因
は
何
か
。
三
川

町
の
28
・
27
年
度
は
85.5
％
、

遊
佐
町
の
28
年
度
82.9
％
、

27
年
度
76.1
％
２
町
比
較
で

も
悪
化
し
て
い
る
。

　

財2

※

政
力
指
数
は
、
28
・

27
年
度
0.31
だ
が
、
こ
の
指

標
は
「
１
に
近
い
程
」
財

政
力
は
強
い
と
言
わ
れ
る

が
、
対
策
は
何
か
。

指
標
、
比
率
は

　
　

分
析
し
た
い

　
　
　
　

経
常
収
支
比
率

は
、
近
隣
自
治
体

と
比
較
す
る
と
硬
直
化
が

進
ん
で
い
る
。
財
政
指
標

や
比
率
は
分
析
し
た
い
。

問町
長

検証して未来に生かす検証して未来に生かす
決算特別委員会決算特別委員会

委 員 長　齋　藤　秀　紀
副委員長　國　分　浩　実

　決算特別委員会では、予算が適正に

執行されたか審査し、行政効果や経済

効果を精査します。

決 算 特 別 委 員 会

10年後20年後を考える

財 

政

13人中11人質問
27問中 ７問掲載

審査日　９月１２日、１３日、１４日
一般会計、特別会計９件　原案どおり認定

財
政
運
営
を

　
　
　

ど
う
す
る

 

村
上　

順
一 

委
員

　
　
　
　

実3

※

質
収
支
は
黒

字
で
あ
る
が
、
単

年
度
収
支
は
３
千
750
万

円
、
実
質
単
年
度
収
支
は

（
2007
年
度
以
来
）
４
億
４

千
99
万
９
千
円
の
赤
字
決

算
で
あ
る
。
経
常
収
支
比

率
は
、
臨
時
財
政
対
策
債

を
除
く
と
97.08
％
と
高
く
、

投
資
や
政
策
的
な
支
出
に

回
す
余
裕
の
な
い
厳
し
い

財
政
運
営
で
あ
る
が
ど
う

か
。

財
政
運
営
は
健
全

　
　
　
　

将
来
へ
の
負
担

を
考
慮
し
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
る
。

問

町
長

※１ 経常収支比率：人件費や公債費などの経常的な経費の、町税などの経常的な収入に対する割合です
※２ 財政力指数：地方自治体の財政基盤の強さを示すもので、１を超えると普通交付税が交付されない団体となります
※３ 実質収支：形式収支の額から、翌年度へ繰り越す財源を差し引いたもの
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預
入
先
名
を
示
せ

 
小
林　

清
悟 

委
員

　
　
　
　

定
期
預
金
を
大

口
化
し
て
預
金
利

子
を
確
保
し
た
こ
と
で
、

各
基
金
の
伝
票
に
は
預
入

先
の
金
融
機
関
名
が
記
載

さ
れ
て
い
な
い
。
何
か
方

法
は
な
い
か
。

記
載
で
き
る
か

　
　
　
　

検
討
す
る

　
　
　
　

町
債
の
借
入
先

の
状
況
を
報
告
書

に
記
載
し
て
い
る
の
で
、

預
入
先
も
記
載
で
き
る
か

検
討
す
る
。

問

町
長

※４ 不用額とは、会計年度内で使用する必要が無くなった額

笑顔で効率的に対応

日頃の訓練に感謝

不
用
額
の
要
因
を

　
　

明
ら
か
に
せ
よ

 

澁
谷　

勇
悦 

委
員

　
　
　
　

不4

※

用
額
は
、
ほ

ぼ
す
べ
て
の
経
費

で
生
じ
て
い
る
。

　

こ
の
発
生
要
因
を
次
の

３
区
分
に
し
た
資
料
を
添

付
し
、
明
ら
か
に
す
べ
き

で
な
い
か
。

一 　

効
率
的
な
執
行
、
経

費
節
約
等
に
よ
る
も
の

二 　

災
害
等
予
想
外
に
よ

る
も
の

三 　

積
算
の
精
査
不
足
、

そ
の
他
に
よ
る
も
の

わ
か
り
や
す
さ
を

　
　
　

検
討
し
た
い

　
　
　
　

事
務
量
の
増
加
、

効
果
の
精
査
等
も

必
要
で
あ
る
が
難
し
い
。

　

さ
ら
に
わ
か
り
や
す
く

な
る
よ
う
に
検
討
し
た

い
。

　
　
　
　

金
額
の
大
き
い

不
用
額
は
、
注
視

し
た
い
。

防
火
水
槽

　
　

再
調
査
せ
よ

 

石
川　

武
利 

委
員

　
　
　
　

消
防
施
設
と
し

て
の
防
火
水
槽
の

な
か
に
は
、
か
な
り
古
く

な
り
、
機
能
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
が
あ

る
。
今
後
の
対
応
は
ど
う

か
。

検
討
は
す
る

　
　
　
　

平
成
28
年
度
は

調
査
し
な
か
っ
た
。

今
後
は
、
消
火
栓
も
一
緒

に
調
査
で
き
る
よ
う
に
検

討
し
た
い
。

問町
長

監
査

問町
長

が
ん
の
検
診
方
法
は

　
　
　
　

大
丈
夫
か

 

齋
藤　

健
一 

委
員

　
　
　
　

青
森
県
の
ガ
ン

検
診
で
４
割
が
見

落
と
し
と
報
道
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
検
査
の
手
順
や

方
法
の
質
に
問
題
が
あ
る

と
し
て
い
る
。
庄
内
町
の

対
応
は
ど
う
か
。

問

消 

防

保 

健

確
認
し
た
い

　
　
　
　

今
後
、
再
度
確

認
を
し
な
が
ら
対

応
し
た
い
。

町
長

町民係
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

ム
ダ
で
は
な
か
っ
た
か

 

國
分　

浩
実 
委
員

　
　
　
　

移
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
委
託
事

業
は
、
業
者
か
ら
の
報
告

内
容
を
精
査
し
、
把
握
し

て
い
る
の
か
。

問

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の

　
　
　
　
　

強
化
を

 

齋
藤　

健
一 

委
員

　
　
　
　

遊
休
農
地
や
荒

廃
し
た
農
地
に
対

し
、
改
善
を
求
め
る
た
め

の
指
導
、
通
知
、
公
告
を

行
う
な
ど
、
農
業
委
員
会

の
権
限
が
強
化
さ
れ
た
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

し
、
発
生
防
止
に
努
め
る

べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

強
化
し
た
い

　
　
　
　

農
業
委
員
会
は

地
域
の
農
地
を
守

り
、
そ
の
有
効
利
用
を
図

る
こ
と
が
本
旨
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問農
委
会
長

農
業
産
出
額
を

　
　
　

報
告
せ
よ

 

村
上　

順
一 

委
員

　
　
　
　

農
業
産
出
額
を

報
告
す
る
べ
き
で

な
い
か
。

デ
ー
タ
は
あ
る

　
　
　
　

最
新
デ
ー
タ
と

し
て
平
成
27
年
度

で
は
、
米
47.8
億
円
、
畜
産

21
億
円
、
花
き
4.3
億
円
、

野
菜
４
億
円
等
の
総
額
で

79.4
億
円
程
度
で
あ
る
。

問

町
長

おだやかな暮らし　移住に最適

豊かな大地を守る　農業委員会

13人中12人質問
24問中 12問掲載

産業産業産業産業
建設部門建設部門建設部門建設部門

移
住
対
応

農
業
関
係

把
握
し
て
い
な
い

　
　
　
　

報
告
書
、
日
報

の
内
容
を
把
握
し

て
い
な
い
点
も
あ
り
、
反

省
し
て
い
る
。

町
長

庄内町片倉
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食
育
の
意
義
を

　
　
　
　

伝
え
よ

 

押
切
の
り
子 

委
員

　
　
　
　

平
成
28
年
度
の

食
育
、
地
産
地
消

事
業
は
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
の
チ
ラ
シ
が
広
報
に
折

り
込
ま
れ
て
い
た
。
事
業

と
し
て
誰
に
、
何
を
伝
え

た
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

　

子
ど
も
達
に
食
物
の
育

ち
、
収
穫
、
料
理
の
仕
方
、

皆
で
食
べ
る
食
事
の
楽
し

さ
な
ど
、
多
く
の
体
験
を

通
し
て
生
き
る
力
を
伝
え

る
こ
と
に
、
事
業
の
意
義

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

体
験
学
習
で
伝
え
る

　
　
　
　

作
成
し
た
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
は
、

確
か
に
子
ど
も
達
に
は
難

し
い
と
思
う
。
立
谷
沢
地

域
に
は
、
体
験
学
習
に
活

用
で
き
る
場
所
が
あ
る
の

で
、
教
育
委
員
会
と
連
携

を
図
り
、
取
り
組
む
。

問

町
長

小
型
除
雪
機
の

　

補
助
金
を
見
直
せ

 

小
林　

清
悟 

委
員

　
　
　
　

住
み
や
す
い
地

域
づ
く
り
活
動
交

付
金
に
、
小
型
除
雪
機
整

備
事
業
が
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
一
度
も
活
用
さ
れ
て

い
な
い
。
交
付
条
件
を
見

直
し
て
は
ど
う
か
。

検
討
は
し
て
い
る

　
　
　
　

集
落
が
共
同
で

購
入
で
き
な
い
か

な
ど
、
来
年
度
に
見
直
し

を
図
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。 問町

長

橋
の
修
繕
は
ど
う
か

 

石
川　

武
利 

委
員

　
　
　
　

小
出
沼
公
園
整

備
で
造
ら
れ
た
木

橋
が
、
経
年
劣
化
で
腐
れ

虫
く
い
状
態
と
な
り
、
長

い
間
放
置
さ
れ
て
い
る
。

改
修
の
め
ど
は
ど
う
か
。

修
繕
費
は
高
い

　
　
　
　

多
額
の
修
繕
費

用
が
必
要
と
な

る
。
今
後
は
、
修
繕
の
是

非
と
小
出
沼
全
体
整
備
も

視
野
に
入
れ
た
い
。

一
店
逸
品

新
た
な
発
想
を
せ
よ

 
國
分　

浩
実 

委
員

　
　
　
　

一
店
逸
品
運
動

の
参
加
店
が
年
々

減
少
し
て
い
る
。
新
た
な

発
想
を
取
り
入
れ
る
た
め

に
も
、
起
業
か
ら
３
〜
５

問町
長商

工
観
光

問

橋の必要性が問われている

地元産をおいしく調理

年
以
内
の
事
業
者
に
会
費

を
一
部
助
成
し
、
参
加
し

や
す
く
で
き
な
い
か
。

考
え
る

　
　
　
　

何
年
も
同
じ
こ

と
を
や
る
の
で
は

な
く
、
新
た
な
発
想
で
あ

れ
ば
、
た
べ
ぶ
ら
事
業
と

の
統
合
も
あ
り
え
る
。

町
長

楯山公園まつり

建 

設

小出沼公園
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イ
ベ
ン
ト
集
約
を
図
れ

 
鎌
田　

準
一 

委
員

　
　
　
　

町
が
主
催
す
る

観
光
誘
客
イ
ベ
ン

ト
を
、
同
時
開
催
で
き
る

も
の
は
一
緒
に
し
、
効
率

的
な
予
算
積
み
上
げ
を
図

る
べ
き
で
な
い
か
。
同
時

に
他
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携

を
図
り
、
大
き
な
街
な
か

の
イ
ベ
ン
ト
に
す
べ
き
で

な
い
か
。

集
約
は
し
た
い

　
　
　
　

年
中
イ
ベ
ン
ト

を
す
る
訳
に
も
い

か
な
い
。一
本
化
が
可
能

な
事
業
は
集
約
し
な
が
ら

進
め
、
町
頼
み
の
事
業
は

続
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問

町
長

夏
宵
ま
つ
り
は

　
　

一
箇
所
に
せ
よ

　
　
　
　

夏
宵
ま
つ
り
は
、

行
列
式
で
な
く
一

箇
所
集
中
に
し
て
は
ど
う

か
。

話
は
聞
い
て
い
る

　
　
　
　

住
民
の
方
々
の

希
望
は
受
け
止
め

て
い
る
。

高
齢
者
被
害
へ
の

　
　
　
　
　

対
応
は

 
上
野　

幸
美 

委
員

　
　
　
　

消
費
者
相
談
窓

口
に
は
、
高
齢
者

の
被
害
相
談
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
現
状
と
対
応
状

況
は
ど
う
か
。

見
守
り
で
対
応

　
　
　
　

町
窓
口
相
談
件

数
は
１
件
、
庄
内

支
庁
窓
口
相
談
件
数
は
庄

内
町
39
件
、
庄
内
地
域
324

件
で
あ
る
。
高
齢
者
へ
の

対
応
は
、
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
等
と
連
携
し
て
情
報

共
有
を
図
り
、
見
守
り
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

経
済
効
果
に

　
　

つ
な
げ
る
べ
き

　
　
　
　

観
光
交
流
人
口

の
増
加
は
、
町
の

経
済
効
果
に
ど
う
つ
な
が

っ
て
い
る
の
か
。
滞
在
・

体
験
型
で
リ
ピ
ー
タ
ー
増

加
を
図
れ
な
い
か
。

新
企
画
で
つ
な
げ
る

　
　
　
　

道
の
駅
等
は
、

売
り
上
げ
増
加
で

あ
る
。
新
企
画
の
提
案
等

取
り
組
ん
で
い
く
。

町
湯
の
経
営
示
せ

 
五
十
嵐
啓
一 

委
員

　
　
　
　

町
湯
の
利
用
者

数
は
、
事
業
を
開

始
し
て
か
ら
毎
年
減
少
傾

向
に
あ
る
。
町
長
は
「
温

泉
事
業
は
赤
字
に
な
ら
な

い
」
と
し
て
、
ス
タ
ー
ト

問町
長問町

長

問町
長問

さ
せ
た
が
、
収
支
状
況
は

ど
う
か
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
応
援

寄
付
金
の
返
礼
品
業
務

を
、
㈱
イ
グ
ゼ
あ
ま
る
め

に
委
託
し
て
い
る
。
こ
の

業
務
の
収
益
に
よ
り
、
町

湯
や
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
の

赤
字
補
て
ん
を
し
て
い

る
。
㈱
イ
グ
ゼ
あ
ま
る
め

の
事
業
別
収
支
を
議
会
に

示
す
べ
き
で
な
い
か
。

示
す
立
場
で
な
い

　
　
　
　

株
主
総
会
で
報

告
の
よ
う
に
順
調

な
経
営
で
あ
る
。
事
業
ご

と
に
収
支
状
況
の
公
表
を

町
は
す
る
立
場
で
な
い
。

町
長

雨にも負けない熱気

秋晴れ　町外からも来客

夏宵まつり

しょうない秋まつり

総合体育館総合体育館
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㈱
イ
グ
ゼ
あ
ま
る
め
の

経
営
改
善
は
公
開
か
ら

 

小
野　

一
晴 

委
員

　
　
　
　

第
３
セ
ク
タ
ー
、

㈱
イ
グ
ゼ
あ
ま
る

め
の
経
営
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
を
一
手
に

扱
う
利
益
で
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
て
お
り
、
こ
の
利
益

が
あ
る
う
ち
に
経
営
改
善

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

特
に
、
町
湯
は
、
町
長

が
必
ず
黒
字
に
す
る
と
の

強
い
覚
悟
を
示
し
て
建
設

し
た
施
設
で
あ
る
。

　

そ
の
収
支
の
公
開
は
、

町
長
の
責
任
で
あ
り
、
公

開
し
て
こ
そ
、
改
善
の
道

筋
が
見
え
て
く
る
の
で
は

な
い
か
。

検
討
し
て
み
た
い

　
　
　
　

㈱
イ
グ
ゼ
あ
ま

る
め
は
町
が
筆
頭

株
主
と
は
い
え
、
独
立
し

た
会
社
で
あ
る
。
公
開
で

き
る
か
検
討
し
て
み
た
い
。

問

町
長

町湯は黒字か

健康で医者いらず

回
数
増
の
要
因
は

　
　
　
　

介
護
保
険
自
立

支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、

回
数
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
要
因
は
何
か
。

一
人
暮
ら
し
増
加

　
　
　
　

要
介
護
認
定
を

受
け
る
前
の
人
た

ち
や
一
人
暮
ら
し
の
人
が

増
加
し
利
用
回
数
は
増
加

し
て
い
る
。

　

な
お
、
４
月
か
ら
本
事

業
は
総
合
事
業
に
移
行
し

対
応
し
て
い
る
。

問町
長

一
人
当
た
り
い
く
ら
か

　
　
　
　

国
保
は
平
成
28

年
度
で
県
一
本
化

さ
れ
る
が
、
平
成
28
年
度

の
庄
内
町
の
一
人
当
た
り

の
医
療
費
は
い
く
ら
か
。

県
一
高
額
医
療
費

　
　
　
　

入
院
は
15
万
３

千
603
円
（
県
８

位
）、
入
院
外
は
13
万
９

千
174
円
（
県
４
位
）、
歯

科
は
２
万
647
円（
県
25
位
）

合
計
で
31
万
３
千
425
円
で

（
県
１
位
）
で
あ
る
。

問町
長

返
還
金
と
は
何
か

　
　
　
　

月
山
ダ
ム
納
付

金
返
還
金
６
千
700

万
円
は
、
減
価
償
却
に
充

当
し
て
い
る
が
特
別
利
益

な
の
か
。

特
別
利
益
で
は
な
い

　
　
　
　

平
成
15
年
〜
29

年
の
月
山
ダ
ム
の

計
算
違
い
に
よ
る
返
還
金

が
あ
っ
た
。
特
別
利
益
で

は
な
い
。
返
還
金
は
減
価

償
却
で
処
理
し
た
。

問

町
長

・国民健康保険事業
・後期高齢者医療保険事業
・介護保険事業
・簡易水道事業
・農業集落排水事業
・下水道事業
・風力発電事業
・水道事業
・ガス事業

特別会計特別会計特別会計特別会計

13人中３人質問
５問中 ３問掲載

介
護
保
険
事
業

水
道
事
業

国
民
健
康
保
険
事
業
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町政
問う
町政
問う

20歳のメッセージ 254人の成人式

９月７、８、11日の３日間にわたり、12人が登壇し、町長の政治姿勢、新庁舎建設事業など、
19項目について質問し、「議員に認められた最も重要な権限」を行使しました。

小
林　

清
悟 

議
員  

 

Ｐ
13

　

●
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

上
野　

幸
美 

議
員  

 

Ｐ
13

　

●
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　

○
住
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

國
分　

浩
実 

議
員  

 

Ｐ
14

　

●
庄
内
総
合
高
校
の
支
援
に
つ
い
て

　

○
企
業
誘
致
に
つ
い
て

押
切
の
り
子 

議
員  

 

Ｐ
14

　

●
在
宅
高
齢
者
福
祉
支
援
事
業
に
つ
い
て

齋
藤　

秀
紀 

議
員  

 

Ｐ
15

　

●
合
併
特
例
債
と
過
疎
債
に
つ
い
て

澁
谷　

勇
悦 

議
員  

 

Ｐ
15

　

●
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　

○
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

○
カ
ー
ト
場
の
整
備
強
化
に
つ
い
て

鎌
田　

準
一 

議
員  

 

Ｐ
16

　

● 

合
併
の
総
仕
上
げ
後
に
見
え
る
町
の
姿
に
つ
い
て

工
藤　

範
子 

議
員  

 

Ｐ
16

　

○
動
物
愛
護
に
つ
い
て

　

○
社
会
生
活
困
難
者
へ
の
支
援
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

　

●
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

齋
藤　

健
一 

議
員  

 

Ｐ
17

　

● 

選
挙
公
約
で
あ
る
合
併
の
総
仕
上
げ
の
考
え
に
つ
い
て

石
川　

武
利 

議
員  

 

Ｐ
17

　

● 

い
じ
め
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

○
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

石
川　

保 
議
員  

 

Ｐ
18

　

●
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

小
野　

一
晴 
議
員  

 

Ｐ
18

　

● 

一
般
職
非
常
勤
職
員
の
労
働
条
件
に
つ
い
て

●印の質問項目の概略は、次のページから18ページまでに掲載しています。
全容は庄内町議会会議録（議会事務局）やホームページ（town.shonai.lg.jp　　　　　　　　）
→インターネットで見られます。

９月定例会一般質問

　　　　　　庄内町議会 ▼
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学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
で
気
に
な
る

の
は
、
学
校
給
食
の
食
材

自
給
率
で
あ
る
。
第
２
次

総
合
計
画
で
は
、
学
校
給

食
の
食
材
供
給
割
合
を
、

平
成
37
年
度
ま
で
に
30
％

を
目
標
に
し
て
い
る
が
、

平
成
28
年
度
決
算
報
告
書

に
よ
る
と
15.6
％
で
、
現
在

の
体
制
で
は
20
％
を
達
成

す
る
の
が
、
や
っ
と
で
は

な
い
の
か
。こ
の
度
、新
し

い
学
校
給
食
共
同
調
理
場

が
完
成
し
稼
働
し
た
。
こ

れ
を
機
に
、
学
校
給
食
の

食
材
自
給
率
30
％
を
達
成

す
る
た
め
、組
織
の
再
編
・

強
化
、
体
制
の
見
直
し
な

ど
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

問

おいしい給食ありがとう

　
　
　
　

学
校
給
食
共
同

調
理
場
の
よ
う
に

大
規
模
に
な
る
と
、
個
人

で
の
納
品
は
難
し
い
。
既

存
の
納
品
団
体
の
ほ
か
、

多
く
の
人
か
ら
協
力
を
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
が
、

個
別
に
動
き
出
す
と
整
理

が
難
し
く
な
る
。

　

道
の
駅
は
生
産
者
を
増

や
し
、
売
上
げ
を
伸
ば
し

町
長

小林　清悟 議員

　
　
　
　

７
月
選
挙
の
町

長
得
票
率
38.5
％
は
、

他
の
候
補
の
合
計
得
票
率

61.5
％
よ
り
低
い
。
こ
の
結

果
は
、
こ
れ
ま
で
の
町
政

運
営
に
異
論
が
多
い
表
れ

で
あ
る
。
ど
う
受
け
止

め
、
町
政
に
反
映
さ
せ
る

の
か
。

　
　
　
　

色
々
な
批
判
を

い
た
だ
き
、
世
間

の
捉と
ら

え
方
も
感
じ
て
い

る
。
批
判
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
、
将
来
に
向
け

て
、
お
互
い
に
大
事
と
思

う
こ
と
を
や
っ
て
い
く
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
全
部
や

る
が
、
ど
こ
ま
で
す
る
か

は
、
行
政
経
営
の
な
か
で

判
断
す
る
。

問町
長

上野　幸美 議員

　
　
　
　
「
合
併
の
総
仕

上
げ
」
と
し
て
い

る
が
、
町
長
の
責
任
は
任

期
中
で
あ
り
、
町
政
の
運

営
は
永
遠
で
あ
る
。
仕
上

げ
の
出
来
る
事
で
は
な
い
。

今
回
の
結
果
は
、
有
利
な

起
債
を
期
限
内
で
活
用
し
、

突
っ
走
る
や
り
方
と
、
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
へ
の
町
民
の

将
来
的
不
安
の
意
志
表
示

と
、
思
う
が
ど
う
か
。

問

　
　
　
　

地
方
分
権
で
、

日
本
全
国
が
知
恵

比
べ
と
な
っ
て
い
る
。
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
て
仕
事
を

し
て
き
た
。
合
併
の
な
か

で
15
年
と
い
う
期
限
が
あ

る
。
残
り
３
年
で
や
る
べ

き
方
向
は
、
ほ
ぼ
決
ま
っ

て
い
る
。
そ
れ
を
し
っ
か

り
や
る
こ
と
が
、
私
の
責

任
と
考
え
て
い
る
。

町
長

総仕上げ　しっかり仕事　　　　　

て
い
る
。
道
の
駅
で
売
る

だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら

一
歩
進
め
、
道
の
駅
を
窓

口
に
し
て
、
共
同
調
理
場

に
食
材
を
提
供
す
る
組
織

を
立
ち
上
げ
ら
れ
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
組

織
が
仕
入
れ
を
整
理
す
る

こ
と
で
、
学
校
給
食
の
自

給
率
を
高
め
た
い
。

選挙結果選挙結果

批
判
を
受
け
止
め
が
ん
ば
る

町長 町
民
批
判
受
け
止
め
よ

給　食給　食
自給率自給率

が
ん
ば
り
た
い

町長 30
％
を
達
成
せ
よ

しょうない秋まつり
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高齢者にも安心を

　
　
　
　

国
で
は
在
宅
医

療
、
在
宅
介
護
を

進
め
て
い
る
が
、
団
塊
世

代
が
超
高
齢
化
す
る
こ
と

で
、
医
療
機
関
へ
の
通
院

回
数
は
増
加
す
る
。
介
助

体
制
が
十
分
で
な
い
ま

ま
、
無
理
に
家
族
に
介
助

を
求
め
る
こ
と
は
、
介
護

離
職
に
つ
な
が
る
。な
ぜ
、

通
院
で
の
院
内
介
助
支
援

が
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　

要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
在
宅

高
齢
者
の
場
合
、
受
診
手

続
き
、
タ
ク
シ
ー
乗
降
介

助
、
院
内
介
助
等
の
サ
ー

ビ
ス
が
、
訪
問
介
護
の
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

ま
た
、在
宅
障
が
い
者
は
、

問町
長

押切のり子 議員

　
　
　
　

新
た
に
、
資
格

取
得
へ
の
助
成
も

加
わ
り
、
入
学
者
増
加
に

一
定
効
果
が
あ
り
、
評
価

で
き
る
。
し
か
し
、
助
成

は
す
べ
て
ゆ
り
カ
ー
ド

で
、
負
担
が
大
き
い
通
学

定
期
券
購
入
に
は
使
用
で

き
な
い
。
保
護
者
か
ら
は

現
金
化
し
て
ほ
し
い
と
の

要
望
も
多
い
。
ゆ
り
カ
ー

ド
に
よ
る
経
済
効
果
は
、

入
学
経
費
、
資
格
取
得
助

成
で
効
果
が
あ
る
の
で
、

通
学
助
成
だ
け
は
実
態
に

合
わ
せ
、
定
期
券
購
入
に

充
て
ら
れ
る
よ
う
現
金
化

す
べ
き
で
な
い
か
。

問

國分　浩実 議員

　
　
　
　

支
援
事
業
の
趣

旨
は
、
庄
内
総
合

高
校
の
存
続
と
発
展
、
さ

ら
に
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
で
あ
る
。「
ギ
フ

ト
庄
内
町
」
に
多
く
の
商

店
か
ら
参
加
い
た
だ
き
、

ゆ
り
カ
ー
ド
を
使
え
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
よ
り
使
い

や
す
い
制
度
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

町
長

　

現
金
支
給
化
の
声
は
ご

く
一
部
で
あ
る
。
今
後
、

利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

基
礎
デ
ー
タ
の
収
集
、
分

析
を
行
い
、
町
と
学
校
、

支
援
同
盟
会
等
と
協
議
を

行
う
。
ど
の
よ
う
な
支
援

が
適
当
か
検
討
し
、
現
金

化
の
必
要
性
に
つ
い
て
議

論
し
て
い
く
。

定期券が買えません

障
が
い
者
総
合
支
援
法
に

基
づ
く
、
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
お
い
て
、
通
院
介

助
を
受
け
ら
れ
る
。
事
前

に
相
談
員
に
相
談
し
て
ほ

し
い
。

　
　
　
　

酒
田
市
・
鶴
岡

市
は
、
あ
る
病
院

を
中
心
に
「
コ
ー
プ
暮
ら

し
の
助
け
合
い
の
会
」
を

立
ち
上
げ
、
院
内
介
助
サ

問

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
行
政
を
中
心
に
医
療

機
関
も
含
め
、
制
度
を
検

討
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　
　

時
間
が
か
か
る

か
も
し
れ
な
い

が
、
他
市
の
院
内
介
助
サ

ー
ビ
ス
、
病
院
で
の
支
え

合
い
の
あ
り
方
を
参
考

に
、
本
町
も
関
係
者
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。

町
長

院内介助院内介助

他
市
事
例
を
参
考
に
し
た
い

町長 支
援
制
度
を
強
化
せ
よ

庄内総合庄内総合
高校支援高校支援

必
要
性
は
議
論
す
る

町長 通
学
助
成
は
現
金
化
せ
よ
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こ
れ
以
上
は
望
め
な
い
と

思
わ
れ
る
。
18
歳
が
40
％

台
、
19
歳
、
20
歳
台
が
20

％
台
と
低
い
。
こ
の
年
齢

層
の
投
票
率
を
上
げ
る
た

め
に
、
そ
の
環
境
を
押
さ

え
、
ど
の
よ
う
に
す
べ
き

か
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

合
併
当
初
の

「
新
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
で
は
、
合
併
特
例

債
と
過
疎
債
を
合
わ
せ
て
、

59
億
円
と
し
て
い
た
が
、

18
億
円
超
の
77
億
円
と
な

っ
て
い
る
。
財
政
的
に
問

題
で
あ
り
、
合
併
特
例
債

が
使
え
る
32
年
度
ま
で

は
、
さ
ら
に
経
費
を
削
減

す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　
　

起
債
の
発
行
額

増
の
主
な
要
因
は
、

学
校
の
大
規
模
改
造
等
に

よ
る
耐
震
化
事
業
で
あ
る
。

合
併
時
と
10
年
後
の
財
政

状
況
は
、
標
準
財
政
規
模

の
増
大
、
交
付
税
の
基
準

財
政
需
要
額
算
入
額
を
除

い
た
起
債
残
高
の
減
、
基

問町
長

合併特例債事業が目白押し

金
積
立
額
の
増
等
、
財
政

は
悪
化
し
て
い
な
い
。
財

政
状
況
、
将
来
負
担
を
見

な
が
ら
判
断
し
て
い
る
。

　
　
　
　

新
庁
舎
は
、
合

併
特
例
債
に
な
る

が
、概
算
を
超
え
、約
32
億

円
ま
で
膨
ら
ん
で
い
る
。

経
費
削
減
を
考
慮
す
れ
ば
、

問

齋藤　秀紀 議員

　
　
　
　

議
会
制
民
主
政

治
は
「
多
数
で
決

定
し
、
施
策
の
実
行
に
あ

た
っ
て
は
最
大
限
、
少
数

意
見
を
尊
重
す
る
」
こ
と

を
原
則
の
一
つ
と
し
て
い

る
。
こ
の
姿
勢
が
今
後
一

層
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

　
　
　
　

少
数
意
見
で
あ

っ
て
も
、
町
民
目

線
を
意
識
し
、
町
民
益
を

考
え
、十
二
分
に
配
慮
し
、

行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　

町
長
の
得
票
率

38.5
％
は
、
前
々
回

の
衆
議
院
総
選
挙
で
の
政

権
党
と
、
ほ
ぼ
同
じ
。
こ

れ
が
議
会
制
民
主
政
治
で

あ
る
。
健
全
な
議
会
制
民

問町
長問

澁谷　勇悦 議員

主
政
治
に
は
、
得
票
率
よ

り
投
票
率
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
以

上
の
投
票
率
向
上
策
が
必

要
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
　
　
　

今
回
は
天
候
が

投
票
率
を
左
右
し

た
。
中
高
年
の
年
代
層
の

投
票
率
は
80
％
台
と
高
く
、

町
長

さあ投票に行こう

西
庁
舎
は
、
過
疎
債
を
使

い
、
借
金
の
分
散
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

西
庁
舎
は
庁
舎

と
し
て
活
用
す
る

計
画
の
た
め
、
過
疎
債
が

充
当
で
き
な
い
。
合
併
特

例
債
の
使
用
期
限
内
に
整

備
す
る
。

町
長

政治姿勢政治姿勢

十
二
分
に
配
慮
す
る

町長 少
数
意
見
を
尊
重
せ
よ

有利な有利な
起　債起　債

検
証
・
精
査
し
て
い
る

町長 使
い
す
ぎ
る
な

町湯町湯 クラッセクラッセ

八幡スポーツ公園八幡スポーツ公園新庁舎新庁舎（イメージ）（イメージ）
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公
民
館
の
指
定

管
理
は
、
進
む
べ

き
方
向
と
し
て
受
け
止
め

る
が
、
地
域
を
預
か
る
団

体
と
町
の
意
識
醸
成
が
大

切
だ
。
第
四
公
民
館
の
指

定
管
理
受
託
は
、
地
域
づ

く
り
の
新
た
な
段
階
を
迎

え
る
。
町
は
、
先
駆
け
と

し
て
の
意
識
醸
成
を
互
い

に
図
り
、
他
の
公
民
館
の

範
と
な
る
支
援
を
す
べ
き

で
な
い
か
。

　
　
　
　

余
目
第
四
公
民

館
の
指
定
管
理
が

順
調
に
運
営
さ
れ
て
い
る

の
は
、
町
が
指
定
管
理
を

主
導
し
た
の
で
は
な
く
、

地
域
自
ら
が
希
望
し
受
託

し
た
か
ら
で
あ
る
。
他
の

問
教
育
長

地域の要

公
民
館
に
、
指
定
管
理
の

現
状
、
状
況
を
提
供
し
な

が
ら
、
自
発
的
に
指
定
管

理
移
行
を
検
討
す
る
な

ど
、
地
域
住
民
の
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
　
　
　

地
域
づ
く
り
と

社
会
教
育
の
観
点

の
相
違
や
、
事
務
事
業
の

棲す

み
分
け
な
ど
、
両
者
の

認
識
の
丁
寧
な
積
み
上
げ

問

鎌田　準一 議員

業
に
要
す
る
費
用
を
公
平

に
負
担
す
る
」
と
定
め
て

い
る
。

　

今
後
の
介
護
保
険
認
定

者
の
推
移
や
、
平
成
28
年

度
決
算
の
状
況
を
見
定

め
、
給
付
費
を
ど
の
よ
う

に
抑
え
る
か
を
頭
に
入

れ
、保
険
料
を
算
定
す
る
。

　
　
　
　

介
護
保
険
制
度

は
平
成
12
年
度
か

ら
始
ま
り
、
３
年
ご
と
に

見
直
し
さ
れ
る
。
給
付
費

（
利
用
料
）
が
増
え
る
た

め
、
町
民
は
値
上
げ
で
悲

鳴
を
上
げ
て
い
る
。
保
険

料
は
県
内
で
、
ワ
ー
ス
ト

10
内
に
あ
り
、
住
民
所
得

は
県
平
均
を
下
回
っ
て
い

る
。
北
海
道
長
沼
町
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
第
５
期
１
億
円
、
第

６
期
８
千
万
円
。
他
の
多

く
の
自
治
体
も
繰
り
入
れ

て
い
る
。

　

介
護
保
険
料
を
値
上
げ

せ
ず
、
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
し
、
負
担
軽
減
を

図
る
べ
き
で
な
い
か
。

問

工藤　範子 議員

　
　
　
　

保
険
料
減
免
分

に
対
す
る
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
、

自
治
体
の
主
体
性
が
尊
重

さ
れ
て
い
る
が
、
厚
生
労

働
省
の
見
解
は
「
違
法
で

は
な
い
が
本
来
の
あ
り
方

で
は
な
い
」と
し
て
い
る
。

　

介
護
保
険
法
第
４
条

（
国
民
の
努
力
及
び
義
務
）

に
「
国
民
は
介
護
保
険
事

町
長

負担増で財布もカラッポ

が
必
要
で
な
い
か
。
そ
の

過
程
で
リ
ー
ダ
ー
の
輩
出

も
図
る
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　
　

公
民
館
長
は
公

民
館
の
運
営
、
地

域
づ
く
り
会
議
は
地
域
全

体
の
課
題
解
決
組
織
と
考

え
て
い
る
。
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
が
望
ま
れ
る
が
、
そ

の
育
成
は
簡
単
で
な
く
課

題
で
あ
る
。

教
育
長

介　護介　護
保険料保険料

状
況
を
見
定
め
考
え
る

町長 値
上
げ
す
る
な

地　域地　域
づくりづくり

課
題
と
す
る

教育長 拠
点
支
え
る
意
識
醸
成
を
図
れ

第二公民館
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役
場
本
庁
舎
の

整
備
で
立
川
庁
舎

の
業
務
は
、
本
庁
舎
に
集

約
さ
れ
、
２
、
３
階
が
空

き
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
予
定

で
あ
る
。
立
川
庁
舎
の
利

活
用
は
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　

立
川
庁
舎
の
利

活
用
は
、
庁
内
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
案

や
、
外
部
有
識
者
の
案
を

基
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
地
域
住
民
の
意
見
を
踏

ま
え
て
ま
と
め
、
基
本
計

画
、構
想
へ
と
進
み
た
い
。

整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

年
内
に
示
す
。

　
　
　
　

地
域
要
望
の
あ

る
図
書
館
の
整
備

問町
長問

齋藤　健一 議員

と
健
康
増
進
の
た
め
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
は
、
子

供
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

く
利
用
で
き
る
。
検
討
す

べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　
　

健
康
増
進
施
設

と
図
書
館
整
備

は
、経
費
が
か
か
ら
な
い
。

人
が
来
て
、
活
性
化
が
図

ら
れ
れ
ば
、
一
つ
の
方
策

と
考
え
る
。

町
長

こんな場所になれば

　
　
　
　

県
は
「
い
じ
め

防
止
基
本
方
針
の

改
定
」
案
に
つ
い
て
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
、
広
く
県
民
の
意
見

を
募
っ
て
い
る
。
平
成
26

年
３
月
に
は
「
い
じ
め
防

止
対
策
の
推
進
に
関
す
る

条
例
」
を
制
定
し
、
い
じ

め
問
題
へ
の
取
り
組
み
を

強
力
に
進
め
て
き
た
。
本

町
で
も
県
の
方
針
を
踏
ま

え
、
い
じ
め
根
絶
に
向
け

た
対
策
を
講
じ
て
い
る
と

思
う
。
町
の
考
え
は
ど
う

か
。

ア 　

早
期
発
見
の
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

イ 　

相
談
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
つ
い
て

問

みんな仲良し　いじめなんかないよ

　
　
　
　

ア　

い
じ
め
防

止
対
策
連
絡
協
議

会
や
、
い
じ
め
問
題
専
門

調
査
委
員
会
を
開
催
、
学

校
い
じ
め
対
策
委
員
会
を

設
置
し
、対
応
し
て
い
る
。

学
校
で
は
、
県
の
ア
ン
ケ

ー
ト
の
ほ
か
、
定
期
的
に

子
ど
も
の
心
、
保
護
者
、

級
友
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

教
育
長

石川　武利 議員

先
生
が
子
ど
も
達
全
員
と

面
談
し
、
い
じ
め
発
見
に

努
め
て
い
る
。

イ　

県
と
町
の
教
育
相
談

員
を
中
心
に
、
今
年
度
か

ら
、
家
庭
環
境
へ
の
支
援

を
担
う
専
門
員
を
配
置
し

て
対
応
し
て
い
る
。

いじめいじめ
防止対策防止対策

専
門
員
を
配
置
し
対
応
し
て
い
る

教育長 現
状
を
示
せ

立川庁舎立川庁舎

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
年
内
に
示
す

町長 方
向
性
を
示
せ

　
　
　
　

庁
舎
の
機
能
は
、

窓
口
業
務
の
ほ
か
、

山
林
や
自
然
災
害
、
高
い

少
子
高
齢
化
率
な
ど
、
地

域
の
実
状
を
十
分
考
慮
す

べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　
　

合
併
し
た
時
か

ら
地
域
性
の
捉と
ら

え

方
を
議
論
し
て
き
た
。
基

本
的
に
地
域
に
合
っ
た
あ

り
方
を
押
さ
え
て
や
っ
て

い
く
。

問町
長

総合体育館
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応
募
す
ら
な
い
と
の
こ
と

だ
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

保
育
士
15
人
の

募
集
に
対
し
９
人

を
採
用
。
不
足
分
は
、
有

資
格
の
パ
ー
ト
職
員
を
採

用
す
る
こ
と
で
、
定
員
数

に
見
合
う
有
資
格
者
を
確

保
し
て
い
る
。
こ
の
状
況

を
正
職
員
が
負
担
し
、
カ

バ
ー
し
て
い
る
。

町
長

　
　
　
　

年
度
初
め
に
嘱

託
職
員
の
勤
務
を

１
時
間
15
分
、
報
酬
を
15

％
削
減
し
た
。
職
場
で
は

人
材
が
確
保
で
き
な
い
な

ど
、
混
乱
し
て
い
る
と
聞

く
が
、
把
握
し
て
い
る
の

か
。
特
に
、
各
公
民
館
の

主
事
に
つ
い
て
は
、早
番
、

遅
番
の
時
間
差
で
６
時
間

勤
務
と
し
て
い
る
が
、
町

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ

と
が
、で
き
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
残
業

も
あ
る
と
聞
く
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
と
違

い
、
遅
番
で
勤
務

の
公
民
館
主
事
が
い
る
た

め
、
朝
に
用
事
を
済
ま
せ

ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
が

問町
長

小野　一晴 議員

出
て
い
る
。
館
長
、
係
長

が
、
真
に
時
間
外
勤
務
が

必
要
と
判
断
し
た
場
合
に

は
、
時
間
外
勤
務
と
し
て

い
る
。
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ

て
い
る
曖あ
い

昧ま
い

な
部
分
の
取

り
扱
い
は
、
今
後
、
見
解

を
示
し
て
い
く
。

　
　
　
　

狩
川
保
育
園
の

保
育
士
は
、
現
在

６
人
不
足
し
て
お
り
、
半

年
募
集
し
続
け
て
い
る
が
、

問

保育士、不足です

非常勤非常勤
制度改悪制度改悪

一
部
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
い
る

町長 そ
の
後
の
影
響
は

　
　
　
　

新
庁
舎
建
設
で

は
「
庁
舎
機
能
の

集
約
化
と
既
存
施
設
の
活

用
方
法
」「
適
正
予
算
規

模
」
が
、
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

施
設
利
用
と
適
正
予
算

規
模
は
連
動
し
て
お
り
、

西
庁
舎
、
立
川
庁
舎
、
保

健
セ
ン
タ
ー
等
、
既
存
施

設
の
活
用
案
を
早
急
に
固

め
、
新
庁
舎
と
同
時
進
行

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

27
億
７
千
500
万
円
の
概
算

予
算
は
、
既
に
５
億
円
増

と
な
っ
て
い
る
。

　

西
庁
舎
３
階
の
活
用
案

を
見
直
し
、
新
庁
舎
４
階

の
議
会
棟
を
西
庁
舎
に
移

転
す
べ
き
で
な
い
か
。

問

議場はどうすべきか

　
　
　
　

西
庁
舎
は
、
１

階
が
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
機
能
、
２
階
が

会
議
室
、
３
階
が
大
会
議

室
の
ほ
か
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
務
室
と
し
て
い

る
。
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、

健
康
推
進
部
門
に
特
化
し

た
施
設
に
す
る
。
立
川
庁

舎
は
年
内
に
利
活
用
の
た

た
き
台
作
成
と
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
。

町
長

石川　保 議員

新庁舎新庁舎
建　設建　設

議
会
の
決
断
を
聞
き
た
い

町長 議
会
棟
を
西
庁
舎
へ
移
転
せ
よ　

西
庁
舎
の
整
備
を
ど
こ

ま
で
す
る
か
で
一
時
的
に

経
費
節
減
は
図
れ
る
が
、

後
年
度
に
改
修
費
用
が
嵩か
さ

む
こ
と
に
な
る
。
議
会
棟

の
移
動
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
課
題
の
ほ
か
、
議

会
の
決
意
と
し
て
、
後
年

度
の
責
任
を
含
め
た
決
断

で
あ
れ
ば
相
談
を
持
ち
か

け
る
。

狩川保育園
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平成30年産以降の
米政策の見直しを求める意見書
内容を精査し、標記の意見書を提出することにした

請願
採択

請
願
者

請
願
者

意
見
書（
前
文
略
）

　

平
成
30
年
産
以
降
、
庄

内
町
農
業
再
生
協
議
会

（
以
下
、「
再
生
協
」と
す
る
）

の
役
割
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
重
要
に
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

運
営
費
の
十
分
な
確
保
な

ど
、
再
生
協
が
さ
ら
に
機

能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

関
係
団
体
が
、
一
体
と

な
っ
て
需
要
に
応
じ
た
生

産
に
取
り
組
む
た
め
の
全

国
組
織
の
設
置
を
、
早
急

に
す
す
め
る
こ
と
。

　

水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
は
、
助
成
体
系
や

交
付
単
価
を
維
持
し
う
る

十
分
な
予
算
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
恒
久
的
な
措

置
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、

地
域
の
裁
量
に
よ
る
活
用

を
可
能
と
す
る
こ
と
。

先の見えない米政策　やめて

　

平
成
30
年
産
以
降
、
米

の
直
接
支
払
交
付
金
（
7

千
500
円
／
10
ａ
）が
廃
止

さ
れ
る
な
か
で
、
需
要
に

応
じ
た
生
産
に
取
り
組
む

農
家
の
所
得
向
上
等
を
実

現
す
る
た
め
、
そ
の
財
源

を
産
地
資
金
の
充
実
・
強

化
に
活
用
す
る
こ
と
。

　

現
行
の
ナ
ラ
シ
対
策

は
、
趨す
う
せ
い勢
的
な
価
格
下
落

に
対
応
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
発
動
基
準
と
な
る
標

準
的
収
入
の
最
低
基
準
を

設
定
す
る
な
ど
、
再
生
産

が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
生

産
者
が
先
を
見
通
し
安
心

し
て
取
り
組
め
る
仕
組
み

と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
平

成
30
年
産
以
降
も
引
き
続

き
、
再
生
協
の
仕
組
み
等

を
通
じ
て
需
要
に
応
じ
た

生
産
に
取
り
組
む
生
産
者

を
対
象
と
す
る
よ
う
、
早

急
に
適
切
な
要
件
を
設
定

す
る
こ
と
。

　

作
付
段
階
で
需
要
に
応

じ
た
生
産
の
取
り
組
み
を

徹
底
し
た
と
し
て
も
、
豊

作
等
に
よ
り
供
給
過
剰
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
米
穀
周
年
供
給
・

需
要
拡
大
支
援
事
業
に
よ

る
長
期
計
画
的
な
販
売
の

取
り
組
み
に
対
す
る
支
援

の
拡
充
等
、
出
来
秋
以
降

の
需
給
調
整
の
仕
組
み
を

整
備
す
る
こ
と
。

　

地
域
の
水
田
農
業
の
維

持
・
発
展
に
向
け
て
、
産

業
政
策
と
車
の
両
輪
と
な

る
地
域
政
策
と
し
て
日
本

型
直
接
支
払
制
度
を
拡
充

す
る
こ
と
。具
体
的
に
は
、

農
地
維
持
支
払
が
担
い
手

の
所
得
向
上
に
直
接
結
び

付
く
よ
う
見
直
す
と
と
も

に
、
中
山
間
地
域
直
接
支

払
制
度
が
条
件
不
利
地
の

コ
ス
ト
差
を
し
っ
か
り
と

補
え
る
交
付
水
準
と
す
る

こ
と
。

平
成
29
年
9
月
19
日

提
出
先

　

衆
議
院
議
長　

　

参
議
院
議
長　

　

内
閣
総
理
大
臣

　

財
務
大
臣

　

農
林
水
産
大
臣　

あ
て

賛
成
全
員
で
可
決

人

事

情
報
公
開
・

情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護

個
人
情
報
保
護

　
　
　

審
査
委
員

　
　
　

審
査
委
員

　

平
成
29
年
9
月
30
日
で

任
期
が
満
了
す
る
こ
と
か

ら
、
5
人
の
委
員
を
引
き

続
き
任
命
す
る
こ
と
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

瀧　
　
　

静　

壽　

再
任

齋　

藤　
　

守　
　

再
任

工　

藤　

み
つ
子　

再
任

小
野
寺　
　

姫　
　

再
任

吉　

田　

勝　

紀　

再
任

　

任
期
は
2
年
で
す
。

全
員
賛
成
で
同
意

委
員
の
任
務

　

庄
内
町
個
人
情
報
保
護

条
例
に
規
定
す
る
不
服
申

し
立
て
等
の
諮
問
に
対
し

て
審
査
す
る
。

　

情
報
公
開
制
度
お
よ
び

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運

営
に
関
す
る
重
要
事
項
に

つ
い
て
審
査
す
る
。

２３

４５

１

６７

JA
庄
内
た
が
わ　
代
表
理
事

JA
庄
内
た
わ
が
農
政
対
策
推
進
協
議
会　
会
長

JA
余
目
町　
代
表
理
事
組
合
長

JA
余
目
町
農
政
対
策
推
進
協
議
会　
委
員
長

黒
井
徳
夫

森
屋
要
二
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●
取
り
組
み
の
経
緯

•
事
業
費

　

建
設
費　

概
算
30
億
円

•
建
物
規
模
と
構
造

　

9
千
705
㎡

　

 

鉄
骨
造
（
一
部
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
、木
造
）

　

免
震
構
造

　

５
階
建
て

　

平
成
30
年
2
月
末
竣
工

●
発
注
方
式

• 

桶
川
市
に
主
体
的
に
庁

舎
建
設
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
る
規
模
の
建
設

業
者
が
な
か
っ
た
。

• 

高
い
技
術
力
と
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
の
高
い
建
物
建

設
を
求
め
た
結
果
、
建

築
主
体
、
電
気
、
機
械

設
備
等
、
ゼ
ネ
コ
ン
一

括
発
注
と
な
っ
た
。

●
建
設
コ
ス
ト
削
減

• 

当
初
計
画
の
、
地
下
1

階
、
地
上
4
階
建
て
を

地
上
5
階
建
て
に
変
更

し
た
。

• 

地
下
に
免
震
構
造
す
る

と
、
建
設
費
が
増
額
に

な
る
の
で
、
1
階
と
2

階
の
間
に
免
震
機
能
を

設
備
し
た
。

• 

執
務
室
は
天
井
を
張
ら

な
い
、直
天
井
と
し
た
。

●
考
察

• 

当
初
建
設
費
予
算
の
26

億
円
で
は
建
設
が
不
可

能
と
判
断
し
、
議
会
の

議
決
を
得
て
概
算
30
億

円
と
な
っ
た
。
そ
れ
で

も
同
規
模
の
新
庁
舎
建

設
費
よ
り
も
低
い
建
設

コ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る
。

• 

桶
川
市
が
建
設
工
事
発

注
に
際
し
て
、
概
算
予

算
を
堅
持
し
よ
う
と
し

て
き
た
姿
勢
は
参
考
に

す
べ
き
で
あ
る
。

●
取
り
組
み
の
経
緯

•
事
業
費

　

建
設
費　

概
算
55
億
円

•
建
物
規
模
と
構
造

　

1
万
1
千
573
㎡

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　

 

基
礎
免
震
構
造

　

４
階
建
て

　

平
成
29
年
12
月
末
竣
工

●
発
注
方
式

• 

第
三
者
機
関
に
よ
る
、

「
日
向
市
新
庁
舎
建
設

工
事
発
注
方
式
検
討
委

員
会
」が
発
足
さ
れ
た
。

• 
同
委
員
会
よ
り
、
地
元

業
者
の
育
成
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
建
築
主
体
、
電
気

設
備
等
、
地
元
業
者
も

構
成
員
に
な
る
JV
に
よ

る
分
離
発
注
方
式
の
採

用
が
提
言
さ
れ
た
。

●
考
察

• 

本
町
に
お
い
て
も
、
事

業
規
模
は
下
回
る
も
の

の
、
建
設
条
件
が
類
似

し
て
お
り
、
地
元
業
者

育
成
と
受
注
機
会
の
確

保
、
地
域
活
性
化
を
図

る
た
め
、
日
向
市
の
発

注
方
式
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

• 

日
向
市
の
担
当
職
員
は

兼
務
も
含
め
７
人
体
制

で
対
応
し
て
い
る
。
本

町
に
お
い
て
も
一
番
の

大
規
模
事
業
で
あ
り
、

職
員
体
制
も
参
考
に
す

べ
き
で
あ
る
。

※更に詳しくは庄内町議会ホームページの常任委員会視察報告に全文掲載しています

総務文教厚生
常任委員会

よ
り
良
い　

工
事
発
注
を
探
る

よ
り
良
い　

工
事
発
注
を
探
る

役場本庁舎の
工事発注について

視
察
地

埼
玉
県
桶
川
市

　
新
庁
舎
建
設
事
業

視
察
地

宮
崎
県
日
向
市

　
　

新
庁
舎
建
設

より良い町づくりのためのより良い町づくりのための 視察視察Report
中間報告―

レポート

基金積立で完成目指す 埼玉県桶川市
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地方でも出来る高級ブランド
石川県七尾市石川県七尾市

●
取
り
組
み
と
経
緯

　

創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｔ

Ａ
Ｍ
Ａ
は
、
多
摩
信
用
金

庫
と
地
域
金
融
機
関
を
中

心
に
、
行
政
、
大
学
、
公

的
機
関
が
連
携
し
、
中
小

企
業
支
援
の
強
化
体
制
の

課
題
解
決
に
向
け
、起
業
・

創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
運
営
は
多
摩
信
用

金
庫
と
多
摩
大
学
が
行
っ

て
い
る
。

　

東
京
都
の
補
助
金
を
活

用
し
、
多
摩
地
域
内
の
創

業
支
援
機
関
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
進
め
、
支
援

内
容
の
充
実
、
能
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
る
。

●
成
果

　

事
業
開
始
以
前
の
開
業

率
は
2.2
％
、
平
成
27
年
度

の
開
業
率
は
、
7.4
％
で

あ
っ
た
。
事
業
開
始
3
年

間（
平
成
25
年
〜
27
年
）の

開
業
率
は
5.2
ポ
イ
ン
ト
伸

び
、
創
業
先
は
254
件
（
平

成
24
年
度
）か
ら
１
千
427

件
（
平
成
28
年
度
）
ま
で

増
加
し
た
。

●
考
察

　

創
業
支
援
で
は
、
事
業

計
画
作
成
・
資
金
調
達
・

創
業
補
助
金
申
請
書
ブ
ラ 

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
等
の
支
援

を
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ 

ー
ビ
ス
が
、
こ
れ
だ
け
の

実
績
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

庄
内
町
で
も
、
民
間
の

地
域
金
融
機
関
と
の
連
携

を
図
る
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
て
お
り
、
特
に
ト
ッ
プ

同
士
が
話
し
合
い
を
持
つ

こ
と
が
必
要
で
、
行
政
が

中
心
と
な
り
進
め
る
べ
き

で
あ
る
。

●
取
り
組
み
と
経
緯

　

七
尾
商
工
会
議
所
、
の

と
共
栄
信
用
金
庫
、（
株
）

日
本
政
策
金
融
公
庫
金
沢

支
店
及
び
七
尾
市
（
以
下

カ
ル
テ
ッ
ト
4
団
体
）が
、

官
民
一
体
と
な
り
、
地
域

活
性
化
を
推
進
す
る
目
的

で
「
創
業
支
援
業
務
の
連

携
・
協
力
に
関
す
る
協
定

書
」
を
締
結
し
た
。

　

さ
ら
に
、
カ
ル
テ
ッ
ト

4
団
体
は
「
業
務
連
携
・

協
力
に
関
す
る
協
定
書
」

を
締
結
し
、「
な
な
お
創

業
カ
ル
テ
ッ
ト
」
を
設
立

し
た
。
4
団
体
は
、
担
当

者
連
絡
会
議
を
開
催
し
、

情
報
を
共
有
化
し
て
い
る
。

●
成
果

　

平
成
26
年
〜
29
年
5
月

の
創
業
相
談
129
件
の
う
ち

57
件
が
創
業
、
そ
の
う
ち

女
性
創
業
者
23
件
で
全
国

平
均
の
2
倍
と
な
っ
て
い

る
。
七
尾
市
以
外
の
創
業

は
18
件
で
県
外
移
住
者
は

10
件
で
あ
っ
た
。

●
考
察

　

七
尾
市
の
ふ
る
さ
と
振

興
課
と
、
な
な
お
創
業
応

援
カ
ル
テ
ッ
ト
に
よ
る
起

業
・
創
業
施
策
と
移
住
促

進
施
策
と
の
連
携
で
、
七

尾
市
へ
の
移
住
か
ら
創
業

ま
で
、
一
貫
し
た
支
援
が

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

庄
内
町
起
業
家
応
援
補

助
金
の
周
知
徹
底
を
図
り
、

移
住
定
住
策
と
空
家
対
策

を
連
動
し
た
新
制
度
の
創

設
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

新
た
な
町
独
自
の
起
業

創
業
制
度
を
策
定
す
る
な

ど
、
な
な
お
創
業
応
援
カ

ル
テ
ッ
ト
の
官
民
連
携
の

支
援
体
制
シ
ス
テ
ム
を
参

考
に
し
て
、
今
後
の
施
策

に
生
か
す
べ
き
で
あ
る
。

※更に詳しくは庄内町議会ホームページの常任委員会視察報告に全文掲載しています

産業建設
常任委員会

起業・創業支援にかかる
行政の在り方について

庄
内
町
で
起
業
、
創
業
を
考
え
る
人
の
た
め
に

庄
内
町
で
起
業
、
創
業
を
考
え
る
人
の
た
め
に

視
察
地

東
京
都
立
川
市

　

多
摩
信
用
金
庫

視
察
地

石
川
県
七
尾
市

　

な
な
お
創
業
応
援

　

カ
ル
テ
ッ
ト

より良い町づくりのためのより良い町づくりのためのより良い町づくりのためのより良い町づくりのための 視察

―常任委員会　
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生声ひろば 余目第二小学校
　　　　　のみなさ

ん

　

町
長
選
挙
後
、
初
の
議

会
と
な
る
9
月
定
例
会
で

は
、
12
人
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
、
町
長
の
政

治
姿
勢
や
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
、

新
庁
舎
建
設
な
ど
に
関
す

る
論
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
補
正

予
算
審
議
で
は
、
新
庁
舎

建
設
に
伴
う
駐
車
場
整
備

事
業
及
び
本
庁
舎
ア
ク
セ

ス
道
路
整
備
の
事
業
費
が

提
案
さ
れ
、
採
決
の
際
、

賛
成
と
反
対
が
同
数
と
な

り
、
議
長
裁
決
と
な
っ
た
。

　

賛
成
、
反
対
に
あ
た
っ

て
は
先
に
記
述（
p2
〜
p3
）

し
て
あ
る
が
、
当
局
に
は

今
後
の
事
業
遂
行
に
あ
た

り
、
考
え
直
す
機
会
と
す

べ
き
で
あ
る
。

　

7
月
の
議
会
議
員
補
欠

選
挙
で
は
、
立
候
補
者
が

な
く
現
状
の
欠
員
1
人
の

ま
ま
と
な
っ
た
。
原
因
と

し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

残
任
期
間
が
1
年
足
ら
ず

と
短
い
こ
と
、
政
治
に
関

心
が
な
い
こ
と
、
報
酬
額

が
県
下
で
最
低
で
あ
る
こ

と
、
な
ど
が
理
由
に
挙
げ

ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

来
年
の
改
選
時
に
は
多

く
の
人
か
ら
町
発
展
の
た

め
に
立
候
補
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
　
　
（
吉
宮　
　

茂
）

発
行
人

　

議　

長 　

吉
宮　
　

茂

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

五
十
嵐
啓
一

　
副
委
員
長　

齋
藤　

秀
紀

　

委　

長　

上
野　

幸
美

　

委　

長　

澁
谷　

勇
悦

　

委　

長　

鎌
田　

準
一

　

委　

長　

國
分　

浩
実

　

9
月
定
例
会
に
30
人
の

傍
聴
者
が
来
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
28
人
か
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
、
25
項
目
の
感

想
や
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
特
徴
的
な

意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

• 

新
庁
舎
建
設
で
予
算
削

減
に
向
け
た
考
え
方
は

も
っ
と
早
い
段
階
で
提

案
し
た
ら
よ
か
っ
た
。

• 

属
託
職
員
問
題
で
、
人

件
費
と
労
働
時
間
は
、

町
の
説
明
が
は
っ
き
り

し
な
い
。

傍
聴
者
の

傍
聴
者
の

ア
ン
ケ
ー
ト
意
見

ア
ン
ケ
ー
ト
意
見

　

8
月
27
日（
日
）に
、
上

朝
丸
防
災
緑
地
を
中
心
に

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
避
難
訓
練
と
消
火
訓

練
に
は
余
目
第
二
小
学
校

の
み
な
さ
ん
も
参
加
し
ま

し
た
。
消
火
訓
練
に
参
加

し
た
児
童
に
感
想
を
聞
い

て
み
ま
し
た
。

　

消
火
器
を
使
う
の
は
初

め
て
で
す
か
。

　
　

触
る
の
も
初
め
て
。

思
っ
た
よ
り
重
か
っ
た
。

　
　

う
ま
く
で
き
る
か
緊

張
し
た
。

　

避
難
訓
練
は
ど
う
で
し

た
か
。

　
　

本
当
に
地
震
が
あ
っ

た
ら
、
怖
い
と
思
っ
た
。

　
　

非
常
ベ
ル
が
鳴
っ
た

ら
緊
張
し
た
。
真
剣
に
や

ら
な
き
ゃ
っ
て
思
っ
た
。

　

児
童
た
ち
に
と
っ
て

は
、
消
防
士
や
警
察
官
も

参
加
し
て
の
訓
練
は
と
て

も
緊
張
し
た
よ
う
で
す
。

日
頃
か
ら
防
災
を
意
識
す

る
き
っ
か
け
と
な
る
一
日

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

QA
く
ん

B
く
ん

QA
く
ん

B
く
ん

避難場所へ急げ

員員員員




